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２０１5
（平成２7 年）

今
月
の
注
目
記
事

◆
電
動
生
ご
み
処
理
機
・
簡
易
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
助
成
に
つ
い
て
（
Ｐ
５
）

◆
５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
！
（
Ｐ
７
）

◆
平
成
27
年
度 

納
税
カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ｐ
８
）

◆
平
成
27
年
度 

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い
て
（
Ｐ
９
）

◆
余
市
宇
宙
記
念
館
「
お
も
し
ろ
宇
宙
教
室
」
に
つ
い
て
（
Ｐ
10
）

  

遊びに来てみませんか？『ママさん交流会』

　４月１４ 日（火）に中央公民館で『ママさん交

流会』が開かれました。

　ママさんたちは子育てに関する相談や情報交換

を、子ども達は元気に遊んだりと、とても楽しいひ

と時を過ごしていました。

　なお、この交流会は、月に一度開かれ、時間内は

出入りが自由ですので、お気軽にお越しください。

　

【主な目次】

マッサン通信  ……………………  Ｐ１１

健康と暮らしの情報 ……………Ｐ１３

募集・お知らせ    …………Ｐ１４・１５

けんこうひろば     …………………  Ｐ１６

余市町でおこったこんな話       ……Ｐ１７

生涯学習だより  …………Ｐ１８・１９

中
村
　
勝  

選
手

北
　
篤
　  

選
手

私たちは余市町を応援します !!
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人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）

　

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ

り
、
総
務
部
に
地
域
協
働
推
進

課
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
余
市
町
発
令　
　

　

※
（　

）
は
前
職

総　

務　

部

▼
総
務
部
長　

前
坂
伸
也
（
民
生

部
環
境
対
策
課
長
（
兼
）
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
地
域
協
働

推
進
課
長　

笹
山
浩
一
（
企
画

政
策
課
主
幹
（
兼
）
行
政
改
革

推
進
係
長
）
▼
税
務
課
長　

堀
内

学
（
経
済
部
農
林
水
産
課
長
）
▼

行
政
係
長
の
兼
務
を
解
く　

増
田

豊
実
（
総
務
課
主
幹
（
兼
）
行

政
係
長
）
▼
総
務
課
主
任
技
師

（
兼
）
車
両
管
理
係
長　

榎
並
英

二
（
建
設
水
道
部
建
設
課
主
任
技

師
（
兼
）
円
山
公
園
ふ
れ
あ
い
交

流
施
設
館
長
（
兼
）
道
路
維
持
係

長
）
▼
兼
ね
て
行
政
改
革
推
進
係

長　

紺
谷
友
之
（
企
画
政
策
課
主

幹
）
▼
（
併
）
町
史
編
纂
室
主
幹

　

浅
野
敏
昭
（
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
主
幹
（
兼
）
水
産
博
物
館

長
）
▼
地
域
協
働
推
進
課
主
幹　

古
山
尚
志
（
民
生
部
町
民
福
祉
課

児
童
福
祉
係
長
）
▼
財
政
係
長
の

兼
務
を
解
く　

高
橋
伸
明
（
財
政

課
主
幹
（
兼
）
財
政
係
長
）
▼
総

務
課
行
政
係
長　

森
谷
満
（
総
務

課
総
務
係
主
査
）
▼
会
計
課
管
理

係
長
の
兼
務
を
解
く　

三
宅
武
敏

（
総
務
課
電
算
管
理
係
長
（
兼
）

会
計
課
管
理
係
長
）
▼
企
画
政

策
課
企
画
推
進
係
長　

山
岸
睦

（
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
主
査

（
兼
）
広
報
広
聴
係
主
査
）
▼
地

域
協
働
推
進
課
防
災
係
長　

原
田

孝
嗣
（
企
画
政
策
課
防
災
係
長
）

▼
地
域
協
働
推
進
課
広
報
広
聴
係

長　

松
尾
智
幸
（
建
設
水
道
部
ま

ち
づ
く
り
計
画
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
主
査
）
▼
財
政
課
財
政
係
長

　

後
藤
将
人
（
財
政
課
財
政
係
主

査
）
▼
税
務
課
住
民
税
係
長　

大

森
直
也
（
税
務
課
課
税
係
長
）
▼

税
務
課
資
産
税
係
長　

金
田
直
也

（
税
務
課
課
税
係
主
査
）
▼
税
務

課
住
民
税
係
主
査　

荒
井
拓
之
介

（
財
政
課
財
政
係
主
査
）
▼
総
務

課
総
務
係
主
任
（
兼
）
行
政
係
主

任　

兼
重
一
史
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
学
校
教
育
係
主
任
）
▼

税
務
課
住
民
税
係
主
任　

神
良
祐

（
税
務
課
課
税
係
主
事
）
▼
税
務

課
資
産
税
係
主
任　

前
鼻
孝
俊

（
税
務
課
課
税
係
主
任
）
▼
防
災

係
主
事
の
兼
務
を
解
く　

酒
井
雅

寛
（
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
主

事
（
兼
）
防
災
係
主
事
）
▼
地
域

協
働
推
進
課
広
報
広
聴
係
主
事　

白
鳥
雄
太
（
企
画
政
策
課
広
報
広

聴
係
主
事
）
▼
税
務
課
納
税
係
主

事
（
兼
）
納
税
特
別
対
策
係
主
事

　

半
田
和
気
（
建
設
水
道
部
水
道

課
業
務
係
主
事
）

民　

生　

部

▼
民
生
部
長　

佐
々
木
隆
（
総
務
部

長
）
▼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
の

兼
務
を
解
く　

坂
本
満
彦
（
高
齢

者
福
祉
課
長
（
兼
）
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▼
環
境
対
策
課
長

（
兼
）
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長　

秋
元
直
人
（
総
務
部
税
務
課
長
）
▼

町
民
福
祉
課
主
幹
（
兼
）
町
民
生
活

係
長　

照
井
芳
明
（
経
済
部
商
工
観

光
課
商
工
労
政
係
長
）
▼
町
民
福
祉

課
児
童
福
祉
対
策
室
長　

西
本
さ
つ

き
（
町
民
福
祉
課
主
幹
（
兼
）
町
民

生
活
係
長
）
▼
高
齢
者
福
祉
課
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長　

西
谷
内
孝

（
経
済
部
農
林
水
産
課
加
工
排
水
処

理
施
設
場
長
（
兼
）
加
工
処
理
指
導

係
長
）
▼
兼
ね
て
環
境
衛
生
係
長　

尾
崎
全
平
（
環
境
対
策
課
主
任
技

師
）
▼
町
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係
長

　

鈴
木
貴
之
（
税
務
課
納
税
係
主
査

（
兼
）
納
税
特
別
対
策
係
主
査
）
▼

町
民
福
祉
課
中
央
保
育
所
主
任
保
育

士　

伊
藤
由
佳
理
（
町
民
福
祉
課
中

央
保
育
所
主
査
）
▼
町
民
福
祉
課
大

川
保
育
所
主
査　

菅
原
久
美
子
（
町

民
福
祉
課
中
央
保
育
所
主
査
）
▼
町

民
福
祉
課
中
央
保
育
所
主
査　

大
場

一
恵
（
町
民
福
祉
課
大
川
保
育
所
主

査
）
▼
町
民
福
祉
課
民
生
年
金
係
主

事　

小
玉
瑶
子
（
町
民
福
祉
課
戸
籍

住
民
係
主
事
）

経　

済　

部

▼
経
済
部
長　

小
林
英
二
（
経
済
部

商
工
観
光
課
長
）
▼
農
林
水
産
課
長

　

細
山
俊
樹
（
経
済
部
参
事
）
▼
商

工
観
光
課
長　

干
場
隆
利
（
総
務
部

参
事
）
▼
水
産
林
務
係
長
の
兼
務
を

解
く　

奈
良
論
（
農
林
水
産
課
主
幹

（
兼
）
水
産
林
務
係
長
）
▼
兼
ね
て

加
工
排
水
処
理
施
設
場
長　

新
谷
孝

俊
（
農
林
水
産
課
農
村
活
性
化
セ
ン

タ
ー
館
長
（
兼
）
園
芸
試
験
場
長
）

▼
商
工
観
光
課
主
幹
（
兼
）
商
工
労

政
係
長　

北
村
友
紀
（
農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
（
兼
）
農
地
係
長
）
▼

農
林
水
産
課
水
産
林
務
係
長
（
兼
）

加
工
処
理
指
導
係
長　

新
谷
裕
（
民

生
部
環
境
対
策
課
環
境
衛
生
係
長
）

建
設
水
道
部

▼
技
術
係
長
の
兼
務
を
解
く　

篠
原

道
憲
（
建
設
課
主
任
技
師
（
兼
）
技

術
係
長
（
兼
）
事
務
係
長
）
▼
建
設

課
主
任
技
師
（
兼
）
円
山
公
園
ふ
れ

あ
い
交
流
施
設
館
長
（
兼
）
道
路
維

持
係
長　

笹
森
寿
之
（
総
務
部
総
務

課
主
任
技
師
（
兼
）
車
両
管
理
係

長
）
▼
建
設
係
長
の
兼
務
を
解
く　

中
村
利
美
（
下
水
道
課
主
任
技
師

（
兼
）
建
設
係
長
）
▼
建
設
課
技
術

係
長　

桂
芳
之
（
建
設
課
技
術
係
主

査
）
▼
下
水
道
課
建
設
係
長　

井
上

健
男
（
下
水
道
課
建
設
係
主
査
）

会　

計　

課

▼
会
計
管
理
者
（
併
）
会
計
課
長　

飯
野
徹
郎
（
経
済
部
長
）
▼
兼
ね
て

管
理
係
長　

橋
本
陵
子
（
会
計
課
主

幹
）
▼
管
理
係
主
事
補
（
兼
）
出
納

係
主
事
補　

井
上
彩
乃
（
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
主
事

補
）

【
新
規
採
用
職
員
】

▼
総
務
部
企
画
政
策
課
企
画
推
進
係

主
事　

三
上
晋
吾
▼
総
務
部
地
域
協

働
推
進
課
防
災
係
主
事　

本
間
貴
史

▼
総
務
部
財
政
課
財
政
係
主
事　

大

橋
拓
也
▼
民
生
部
町
民
福
祉
課
戸
籍

住
民
係
主
事
補　

隅
本
幸
之
介
▼
民

生
部
町
民
福
祉
課
中
央
保
育
所
技
師

補　

北
端
梨
乃
▼
経
済
部
農
林
水
産

課
農
地
整
備
係
技
師
（
兼
）
農
政
振

興
係
技
師　

長
谷
川
朋
希
▼
建
設
水

道
部
下
水
道
課
建
設
係
技
師
（
兼
）

業
務
係
技
師　

辻
本
真
視
▼
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
主
事

補　

山
崎
修
造
▼
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
社
会
教
育
係
主
事　

福
田
葉

月



◎
余
市
町
教
育
委
員
会
発
令

▼
兼
ね
て
中
央
公
民
館
長
（
兼
）
町

民
会
館
長　

川
村
真
（
社
会
教
育
課

主
幹
）
▼
中
央
公
民
館
長
（
兼
）
町

民
会
館
長
の
兼
務
を
解
き
、
兼
ね
て

水
産
博
物
館
長　

浅
野
敏
昭
（
社
会

教
育
課
主
幹
（
兼
）
中
央
公
民
館
長

（
兼
）
町
民
会
館
長
）
▼
社
会
教
育

課
主
幹
（
兼
）
図
書
館
長
（
兼
）
図

書
館
係
長　

木
村
律
子
（
建
設
水
道

部
下
水
道
課
主
幹
）
▼
社
会
教
育
課

図
書
館
係
主
任　

中
村
由
美
子
（
再

任
用
職
員
）

【
新
規
採
用
職
員
】

▼
西
中
学
校
給
食
調
理
員　

加
谷
登

志
子
▼
沢
町
小
学
校
給
食
調
理
員　

吉
田
結
佳

◎
余
市
町
農
業
委
員
会
発
令

▼
事
務
局
次
長
（
兼
）
庶
務
係
長

（
兼
）
振
興
係
長　

泉
谷
富
美
江

（
庶
務
係
長
（
兼
）
振
興
係
長
）
▼

農
地
係
長　

住
吉
孝
之
（
総
務
部
税

務
課
課
税
係
主
査
）

◎
余
市
町
監
査
委
員
発
令

▼
事
務
局
次
長
の
併
任
を
解
き
、
監

査
係
長
の
兼
務
を
解
く　

増
田
豊
実

（
事
務
局
次
長
（
兼
）
監
査
係
長
）

▼
（
併
）
監
査
係
長　

森
谷
満
（
総

務
部
総
務
課
行
政
係
長
）

◎
余
市
町
選
挙
管
理
委
員
会
発
令

▼
（
併
）
選
挙
係
書
記　

兼
重
一
史

（
総
務
部
総
務
課
総
務
係
主
任

（
兼
）
行
政
係
主
任
）
▼
選
挙
係

書
記
の
兼
務
を
解
く　

栗
田
一
平

（
（
併
）
庶
務
係
書
記
（
兼
）
選
挙

係
書
記
）

◎
余
市
町
公
営
企
業
発
令

▼
業
務
係
長
の
兼
務
を
解
く　

当
宮

光
裕
（
水
道
課
主
幹
（
兼
）
業
務
係

長
）
▼
浄
水
係
長
の
兼
務
を
解
く

　

仲
鉢
浩
二
（
水
道
課
浄
水
場
長

（
兼
）
浄
水
係
長
）
▼
水
道
課
業
務

係
長　

樋
口
正
人
（
総
務
部
企
画
政

策
課
広
報
広
聴
係
長
）
▼
水
道
課
浄

水
係
長　

藤
塚
幸
一
郎
（
水
道
課
浄

水
係
主
査
）

◎
３
月
31
日
退
職
者

▼
澤
谷
栄
治
（
民
生
部
長
）
▼
岩
戸

宏
平
（
会
計
管
理
者
（
併
）
会
計
課

長
）
▼
東
裕
子
（
民
生
部
町
民
福
祉

課
児
童
福
祉
対
策
室
長
）
▼
中
村
由

美
子
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主

幹
（
兼
）
図
書
館
長
（
兼
）
図
書
館

係
長
）
▼
乾
芳
宏
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
主
幹
（
兼
）
水
産
博
物
館

長
（
併
）
総
務
部
企
画
政
策
課
町
史

編
纂
室
主
幹
）
▼
田
中
聖
（
教
育
委

員
会
大
川
小
学
校
公
務
補
）
▼
奥
村

久
美
子
（
教
育
委
員
会
沢
町
小
学
校

給
食
調
理
員
）
▼
奥
寺
静
子
（
教
育

委
員
会
西
中
学
校
給
食
調
理
員
）
▼

奈
良
真
由
美
（
民
生
部
町
民
福
祉
課

中
央
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▼
石
川

騰
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
図
書

館
係
主
査
）
▼
大
石
萌
美
（
民
生
部

町
民
福
祉
課
民
生
年
金
係
主
事
）
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　定住自立圏構想とは、都市機能を有する市と近接する近隣市町村とが相互に連携し、役割を分担しながら
暮らしに必要な機能を確保していくための広域行政の取組みです。
　北しりべし定住自立圏は、小樽市と近隣５町村（積丹町・古平町・仁木町・余市町・赤井川村）とが、相
互の役割分担と連携のもと、北後志圏域における住民の定住に必要な都市機能と生活機能の確保・充実を図
るとともに、自立に必要な経済基盤の整備を促進することにより、魅力あふれる圏域を創造することを目的
とした取組みです。
　平成２２年４月に中心市と近隣町村とが連携する事項や役割分担を取り決めた「定住自立圏形成協定」の
締結後、平成２２年度から平成２６年度までの５年間を取組期間とする「北しりべし定住自立圏共生ビジョ
ン」（第１次ビジョン）を策定し、協定に基づく医療や地域公共交通の確保、産業振興などに関する具体的
な取組みを推進してきました。
　第１次ビジョンの取組期間が平成２７年３月で終了しましたが、引き続き、各市町村が連携した取組みを
継続していくため、平成２７年度からの５年間を新たな取組期間とする「第２次北しりべし定住自立圏共生
ビジョン」（第２次ビジョン）を４月に策定しました。
　この第２次ビジョンでは、取組内容の見直しのほか、現行の協定に
はない「雇用支援及び起業の促進」や「圏域における情報共有・情報
提供の充実」など新たな取組みについても盛り込んでいます。
　第２次ビジョンの策定に先立ち、「定住自立圏の形成に関する協定の
一部を変更する協定書締結に係る合同調印式」が３月２５日（水）に
小樽市役所で行われました。第２次ビジョンの詳しい内容については
ホームページをご覧ください。　　　　　　　

定住自立圏構想について

《小樽市役所で行われた調印式》

●私の町の行政相談委員●

　平成２７年４月１日付けで、次の２名が総務大臣から行政相談委員

に委嘱されました。

　松　原　千鶴子（新任）梅川町８１７番地　　　☎２２－５７９０
　平　岩　聖　司（再任）富沢町２丁目２１番地　☎２３－４６１３
　行政相談委員は、国民と行政の架け橋として、国の役所や特殊法人

の業務に関する苦情や意見要望を受付、解決を促進する仕事をおこなっ

ています。

　相談は無料、秘密厳守ですのでお気軽にご相談ください。
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● ○  国民健康保険のお知らせ  ○ ●
◎国民健康保険の加入・脱退手続きについて
　退職等の理由で、加入していた健康保険を脱退し、任意継続しないなど、他の健康保険に加入するこ

とが無い場合、今まで加入していた健康保険を脱退してから 14 日以内に国民健康保険に加入していた

だくことになります。現在の健康保険制度では生活保護を受けている方など以外は、いずれかの健康保

険に加入しなくてはなりませんので、まだ手続きをされていない方は、役場保健課までご連絡ください。

　国民健康保険の資格は、先に加入していた健康保険の脱退した日までさかのぼりますので、手続きを

しないで放っておくと、過去の保険税を一括して納めていただくことになります。また、病院にかかっ

た時の医療費も保険が使えなくなることもありますので、くれぐれも手続き忘れのないようご注意くだ

さい。

　また、現在、国民健康保険に加入している方で、就職等により、新たに社会保険や共済保険等に加入

された方、進学により他市町村へ転出した学生の方も、国民健康保険の脱退や変更の届出が必要となり

ます。

　まだ手続きがお済みでない方は保健課窓口まで届出ください。

◎国民健康保険の簡易収入申告はお済みですか？
　国民健康保険に加入の方で、次に該当する場合は、収入の有無にかかわらず毎年 4 月 1 日までに収

入申告が必要になります。申告をしないと、保険税の軽減措置や、保険給付のサービス等にも影響が出

る場合がありますので、まだ申告をされていない方は、お早めに手続きください。

住民税や所得税の扶養になっていない方（年齢が１９歳以上）で

①遺族年金や障がい年金等、非課税収入のみの方

②昨年１月から１２月中に収入の無かった方
◆問合せ　保健課 医療給付グループ

            　☎２１－２１２１

■ □  介護保険からのお知らせ  □ ■
◎保険料を変更しました
　介護保険制度については、３年ごとにサービス提供に係る計画や保険料の見直しを行うこととされ

ており、平成２７年度がその見直しの年となっております。

　新たな介護保険料は下表のとおりですので、納付について皆様の特段のご理解とご協力をお願いし

ます。

段    階 対        象       者 年額保険料

第 １ 段 階 ２９，１００円　

第 ２ 段 階
町

民

税

世
帯
非
課
税

第１段階対象者以外で、合計所得金額＋課税年金収入額
が１２０万円以下の方

４５，８００円　

第 ３ 段 階
第１段階対象者以外で、合計所得金額＋課税年金収入額
が１２０万円を超える方

５２，７００円　

第 ４ 段 階 町

民

税

課
税
世
帯

本人が町民税非課税で合計所得金額＋課税年金収入額が
８０万円以下の方

６７，３００円　

第 ５ 段 階
本人が町民税非課税で合計所得金額＋課税年金収入額が
８０万円を超える方

６９，４００円　

第 ６ 段 階
町

民

税

本

人

課

税

合計所得金額が１２５万円未満の方 ８６，１００円　

第 ７ 段 階 合計所得金額が１２５万円以上２００万円未満の方 ９６，５００円　

第 ８ 段 階 合計所得金額が２００万円以上３００万円未満の方 １１６，６００円　

第 ９ 段 階 合計所得金額が３００万円以上４００万円未満の方 １２６，４００円　

第１０段階 合計所得金額が４００万円以上の方 １３１，９００円　

◆問合せ　高齢者福祉課 介護保険グループ　☎２１－２１１９

≪平成２７年度の介護保険料≫

・ 生活保護受給者

・ 老齢福祉年金受給者で町民税世帯非課税

・ 町民税世帯非課税で合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円

    以下の方
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◎国民年金の種別変更の届出について
　日本国内に住所がある２０歳以上６０歳未満の

方は、必ず国民年金に加入しなければなりません。

　国民年金は下記の３つの種別からなり、住所や勤

務先が変わった場合などに届出が必要となります。

●第１号被保険者
　（農林漁業者・自営業者とその配偶者、学生等）

●第２号被保険者
　（厚生年金、共済組合に加入の方）

●第３号被保険者
　（第２号被保険者に扶養されている配偶者）

※手続きの際は、年金手帳（基礎番号通知書）、　
　健康保険証、印鑑を持参願います。

[ このようなときは、必ず届出を！ ]

▲▽ 国民年金のお知らせ△▼

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

届　出　事　由 種別の変更 届出場所
２０歳になったとき（厚生年金、
共済年金加入者は除く）

１号

民 生 年 金
グ ル ー プ

第１号被保険者で他市町村から
転入のとき

１号

会社を退職したとき
（扶養されている配偶者）

２号→１号
（３号→１号）

収入がふえて、配偶者の扶養で
なくなったとき

３号→１号

結婚し、会社員の扶養となった
とき

１号→３号
２号→３号

配 偶 者 の
勤 務 先

配偶者の勤め先が変わったとき ３号→３号
新 た な
勤 務 先

　町では、ごみの減量化と堆肥化を目的に、家庭用電動生ごみ処理機並びに簡易コンポストを購入される方に

対し、その費用の一部を助成します。

　購入希望される方は、次のとおり申込み願います。

　なお、助成個数には数に限りがありますので、予定数を超えた場合は抽選となります。申請しても必ず該当

するとは限りませんのでご理解願います。

◎購入助成対象者
　　町内に居住している方。但し、事業所等は除く。

◎助成金額
　　電動生ごみ処理機は１台あたり消費税を含めた額

　の２分の１、但し限度額は４万円とします。

　　簡易コンポストは1台３千円（価格６千円）の助

　成とします。

◎申請手続き
　　申請書は町ホームページ並びに、下記公共機関に

　て備え付けしておりますので、住所、氏名を記入　

　し、押印の上、下記公共機関へ5月２９日（金）ま

　でに申込みください。

　　電話での申込みは受付しませんので、ご注意願い

　ます。　

◎申請書取扱機関
　　余市町役場、中央公民館、福祉センター本館、各

　窓口にて備え付けしておりますので申込みをしてく

　ださい。

　　申請し該当された方には、購入方法等詳細につき

　まして別途お知らせします。

◆問合せ　環境対策課　☎２１－２１１８

【助成手続き】

電動生ごみ処理機・簡易コンポスト購入助成について

　商店、スーパーマーケット、食品加工場、学校、幼稚園、保育所、病院等で、取引や証明上の計

量に使用する「はかり」は、検査を受けたものでなければなりません。

　この検査を受けなければ、取引や証明上の計量に使用することができませんのでご注意ください。

　次の場所で検査を行いますので受検をしてください。

◆小型はかり定期検査日程
　①５月１３日（水）　中央公民館　　午後１時３０分 ～ 午後４時
　②５月１４日（木）　中央公民館　　午前９時　　      ～ 午後４時
　③５月１５日（金）　福祉センター　午前９時　　      ～ 午後３時３０分
◆問合せ　商工観光課 商工労政係　（☎２１―２１２５）

〈平成 27 年度 特定計量器定期検査実施のお知らせ〉
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～小学生を対象とした水泳教室～
【小学１、２年生水泳教室】　
◎火曜日、木曜日コース
　◆開催日　６月2日～９月２９日
　　　　　　毎週火曜日、木曜日の３２回を予定
◎水曜日、金曜日コース
　◆開催日　６月３日～９月２５日
　　　　　　毎週水曜日、金曜日の３２回を予定
　◆時間（両コース共）　
　　　　　　１年生：午後４時～４時４５分
　　　　　　２年生：午後５時～５時４５分
【小学３、４年生水泳教室】　
　◆開催日　６月3日～９月２５日
　　　　　　毎週水曜日、金曜日の３２回を予定
　◆時　間　午後６時～６時45分
※募集人数：各教室１５名
　参 加 料：毎月４，０００円

～5歳児、6歳児を対象とした水泳教室～
【5歳児、6歳児水泳教室】
◎火曜日コース
　◆開催日　6月2日～9月15日
　　　　　　毎週火曜日の16回を予定
◎木曜日コース
　◆開催日　6月4日～10月１日
　　　　　　毎週木曜日の16回を予定
　◆時間（両コース共）
　　　　　　午後3時15分～4時
※募集人数：各教室１０名
　参 加 料：毎月２，５００円
○自分でトイレができることを参加の条件とさせてい
　ただきます。
　

　５月１２日（火）から２０日（水）まで、温水プールで受付を行います。参加者の決定は、原則先着順とさ
せていただきますが、申込み状況により調整させていただく場合があります。

◆問合せ・申込み　余市水泳協会（余市温水プール内　大川町９丁目３番地）　 ☎２３－６０３０

水泳教室参加者募集のお知らせ

つぎのとおり、余市水泳協会が実施する水泳教室の参加者を募集します。

　◎政治活動用立札・看板等の証票の交付について
　公職の候補者または公職の候補者となろうとする者（現職を含む、以下「候補者等」という）

及びこれらに係る後援団体が政治活動のために使用する事務所に掲示する立札及び看板の類に

は、選挙管理委員会が交付する証票の表示が必要です（公職選挙法施行令第 110 条の 5 第 4 項）。

　政治活動用立札・看板等を設置する場合には、事前に「証票交付申請書」を選挙管理委員会

に提出し、証票の交付を受けてください（証票交付申請書は選挙管理委員会にあります）。

　○証票交付申請に必要なもの
　　・候補者等の印鑑

　　・後援団体代表者の印鑑

　　・政治団体届出の写（北海道選挙管理委員会後志支所に届出た写）及び会則または規約等

　　・事務所の所在地・責任者氏名・電話番号

　○証票交付申請書の受付時間
　　・土曜、日曜、祝日等を除き、午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分まで

◆問合せ　選挙管理委員会事務局　　☎２１－２１３４

■□選挙管理委員会からのお知らせ□■

※先月の広報でお知らせした「歩く水泳の集い」の開催曜日は毎週木曜日（休館日、祝日を除く）です。

　 パブリックコメントの結果について

◆問合せ　①町民福祉課 民生年金グループ ･ ②町民福祉課 児童福祉グループ　 （☎２１－２１２０）

　　　　　③まちづくり計画課 まちづくり建築グループ　　　　　　　　　　 （☎２１－２１２４）

①「第４期障がい者計画・障がい福祉計画（素案）」

②「余市町子ども・子育て支援事業計画（素案）」

③「余市町住生活基本計画（素案）」

の３件についてパブリックコメントを実施した
ところ（2 月 16 日～ 3 月 17 日）、町民の皆

様からのご意見等の提出はありませんでした。
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担　当　区 委員氏名 電  話 担　当　区 委員氏名 電  話

大川町１丁目 西　川　睦　子 22-3269 黒川第６中央区会 僧　都　　　徹 22-3151

 〃  　２丁目 佐々木　幸　惠 22-3471 黒川第６南区会 平　野　桂　子 23-3555

 〃  　３丁目 佐々木　順　子 23-4659 黒川第７北区会 乾　　　桂　子 23-4911

 〃  　４丁目 金　澤　　　治 22-3523 黒川第７南区会 鈴　木　嘉　輝 23-2252

 〃  　５丁目 磯　野　泰　弘 22-4153 共栄区会 市　川　美哉子 22-3852

 〃　  ６丁目 琴　田　　　昭 22-3094 黒川八幡区会（海側） 渡　辺　秋　雄 23-9003

 〃　  ７丁目 新　岡　恭　司 22-7266 　　　〃　　　  （山側） 井　出　　　武 090-6694-3684

 〃　  ８・９丁目 山　本　哲　男 23-2512 黒川第８区会（登方面） 山　田　純　弘 22-2064

 〃　10  ・ 11 丁目 佐　藤　雅　子 22-4174   〃（明和・青葉団地付近） 小　田　正　春 23-7030

 〃　12 ～ 14 丁目（山側） 安　本　幹　雄 23-3411 登　　　町 佐々木　儀　春 23-5328

 〃　12 ～ 14 丁目（海側） 田　中　牧　子 22-5521 山　田　町（農村部） 馬　場　朋　子 22-3647

 〃　15 ～ 17 丁目（海側） 藤　原　律　子 23-7026 　〃　  （林病院付近） 扇　谷　陽　子 23-7506

 〃　15 ～ 17 丁目（山側） 成　田　偕　子 23-3610 浜　中　町 瀧　口　清　一 22-3102

 〃　18 ～ 20 丁目 新　見　信　浩 22-6305 沢町 1 ～ 3 丁目 荒　川　武　雄 23-2309

栄　町　（国道海側） 溝　口　宣　隆 23-6165 沢町 4 丁目・富沢町 1・2 丁目 吉　原　洋　子 23-8155

　〃　　（国道山側） 横　山　　　悟 22-5294 沢町 5・6 丁目・沢町 安　達　　　稔 23-7383

　〃　   （旭団地付近） 玉　川　多恵子 23-5434 富沢町 3・4 丁目 伊　藤　久　男 23-2364

　〃　　（農村部） 北　島　敏　子 22-2588 　〃 　  5・6 丁目 伊　藤　健　治 23-5325

入  舟  町  （第 1 区会） 樋　口　章　子 23-8373 　〃　  7・8 丁目 坂　田　𣳾　康 22-3459

 〃（第２区会・山田町の一部）髙　野　清　隆 23-2493 　〃     9 ～ 11 丁目 青　山　司　郎 22-3410

 〃 （第２区会） 西　川　秀　雄 23-5243 　〃     12 ～ 14 丁目 利　　　輝　夫 22-5878

朝　日　町 細　川　繁　治 23-3102 港　　　町 大　村　久　枝 23-3995

浜  中  町（モイレ台団地） 大　原　　　廣 23-5359 　   〃　　（漁港付近） 松　代　ツヤ子 23-3464

美  園  町（農村部） 瀧　澤　節　子 23-2942 梅川町第 1 区会 伊　藤　あつ子 22-4230

   〃　　   （町営住宅付近） 池　田　　　優 22-5889 　〃　第 2 区会 松　原　千鶴子 22-5790

黒川町１・２丁目 澤　　　百合子 22-3058 梅川団地区会 松　岡　文治郎 23-6986

　〃  　　 ３丁目 梁　川　英　一 22-5471 豊　丘　町 中　岡　武　雄 22-4429

　〃　４・５丁目 住　吉　律　子 22-3556 白岩・潮見・豊浜 山　科　照　恵 23-2895

　〃　６・７丁目 高　畑　洋　子 23-2477 大川地区（主任児童委員） 藤　平　和　子 23-7911

　〃　８・９丁目 三　浦　妙　子 21-6556 黒川地区（主任児童委員） 相　坂　圭　子 23-7700

　〃   　  １０丁目 木　村　武　宏 23-2240 沢町地区（主任児童委員） 中　村　尚　美 23-4459

　〃  　   １２丁目 山　本　　　清 22-3394

５月１２日は民生委員・児童委員の日です！

　民生委員・児童委員は一定の地域を受け持ち、子どもの福祉を専門に担当する主任児童委員とともに、地域

の誰もが幸せで安心した生活をおくれるように応援します。

　悩みごと、困りごとがありましたら、どうぞお気軽にご相談ください。（個人の秘密は守ります）

「広げよう  地域に根ざした  思いやり 」～私たち民生委員・児童委員の “ あい言葉 ” です～

「青い門標」が民生委員・児童委員宅の目印です。



【申請書様式】
①建設工事等は全道統一様式（市町村用）です。
②物品の購入等は町独自様式です。様式は町ホーム
　ページからダウンロードも出来ますのでご利用く
　ださい。
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平成２７年度　納税カレンダー
　※今年度の町税の納期限は下記のとおりです。1 年間の納税計画表としてご利用ください。

固定資産税 軽自動車税 町 道 民 税 国 民 健 康
保 険 税 夜間集合徴収

町　
　
　

税　
　
　

の　
　
　

納　
　
　

期　
　
　

限

H27 年　5 月 1 期 :25 日（月） 全期 :25 日（月） 25 日（月）

6 月 納
期
内
完
納
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
度
確
か
め
て
み
よ
う
納
税
通
知
書
！

1 期 :25 日（木） 25 日（木）

7 月 2 期 :27 日（月） 1 期 :27 日（月） 27 日（月）

8 月 2 期 :25 日（火） 2 期 :25 日（火） 25 日（火）

9 月 3 期 :25 日（金） 3 期 :25 日（金） 25 日（金）

10 月 3 期 :26 日（月） 4 期 :26 日（月） 26 日（月）

11 月 4 期 :25 日（水） 5 期 :25 日（水） 25 日（水）

12 月 4 期 :25 日（金） 6 期 :25 日（金） 25 日（金）

H28 年　1 月 7 期 :25 日（月） 25 日（月）

2 月 8 期 :25 日（木） 25 日（木）

夜　間　集　合　徴　収　所

開設場所
役場  税務課  窓口（１階）

福祉センター本館（富沢町）

開設時間 午後５時３０分より午後７時まで

※お越しの際は必ず納税通知書等をお持ちください。

◆問合せ　税務課納税グループ（☎２１－２１１６）

　町が発注する建設工事・物品購入などの入札に参加

するためには、「競争入札参加資格申請書（通称『指

名願い』）」の提出が必要です。

　平成２７年度および２８年度の競争入札に参加を希

望される方の中で、「競争入札参加資格申請書」をま

だ提出していない方は、随時受付を行っていますので

提出をお願いします。建設工事・設計業務等の請負と、

物品の購入・役務の提供等では申請様式が異なります

ので、町ホームページをご確認のうえ、申請手続きを

してください。

競争入札参加のために必要となる
　　『指名願い』の受付は随時行っています

余市町の空間放射線量率の状況
　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）
による空間放射線量率の測定データを公表いたします。
　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、
通常測定される「空間放射線量率」は10～60ナノグレイ毎時（ｎ
Ｇｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

日付ごとの測定結果については、町ホー
ムページでご覧いただけます。

測定日：３月 21 日～４月２１日
最高値：４６ｎＧｙ／ｈ
最低値：２９ｎＧｙ／ｈ
平均値：３６ｎＧｙ／ｈ
　※空間放射線量率は平常レベルです

放射線の単位
Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。
　　　地域協働推進課　（☎２１―２１４２）

◆問合せ　財政課 契約管財グループ（☎ 21―2114）

　最近、ある業者が「宅地内の排水管の清掃をし

ませんか」と各家庭を訪問しております。

　普通に使用している場合は排水管が詰まること

はなく、下水道課では宅地内の排水管の清掃を業

者に依頼することはありませんのでご注意くださ

い。

　下水道排水設備の設置、水洗化工事等を行う場

合は、事前の届出と排水設備指定業者制度を採用

しており、指定業者でなければ施工できませんの

でご承知ください。

　不明な点がありましたら、下記までお問合せく

ださい。

◆問合せ　下水道課　（☎２１－２１２９）

排水管清掃業者に
　　　お気をつけください
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平成 27 年度狂犬病予防注射の実施について
　狂犬病予防注射は年 1 回受けなければなりません。

　下記の日程により予防注射を実施しますので、必ず受けるようお願いします。

　畜犬登録されている方には、案内状を送付していますので、当日、持参し
てください。
　登録されていない方は、畜犬登録の受付けも行っていますので、生後９１

日以上の犬を飼っている方は、登録されるようお願いします。　　　　　　
　　

日　　程 実　　　施　　　会　　　場 実　施　時　間

５月 11 日（月）

寺島橋横 （栄町１６５０） 　　９：３０～　９：４５

栄町農業構造改善センター前 （栄町６０１） 　　９：５５～１０：１０

永福寺 （栄町１２４） 　１０：２０～１０：３５

登老人寿の家前 （登町１０１２） 　１１：００～１１：２０

登新生会館前 （登町１８７９） 　１１：３０～１１：４０

余市農産工業横 （美園町２０） 　１３：３０～１４：２０

山田町農業構造改善センター前 （山田町３２６） 　１４：３０～１５：００

余市町農村活性化センター前 （山田町５７７） 　１５：１０～１５：３０

5 月 12 日（火）

１７区生活館前 （黒川町１２２５） 　　９：３０～　９：５０

黒川八幡生活館前 （黒川町５７２） 　１０：００～１０：４０

あいはら商店前 （黒川町１７－３２－２） 　１０：５０～１１：２０

和田石材店裏 （大川町１－７７） 　１３：３０～１３：５０

中央公民館駐車場 （大川町４－１４３） 　１４：００～１４：３０

インプレッション裏駐車場※ （大川町１８－５－１） 　１４：４０～１５：２０

5 月 13 日（水）

大川保育所横 （大川町１２－３） 　　９：３０～１０：２０

大浜中公園《神社公園》前 （栄町４３１） 　１０：３０～１０：５０

東大浜中福祉の家前 （栄町３９９） 　１１：００～１１：２０

中道すずらんホール前 （黒川町１３－１０） 　１３：３０～１４：１０

イオン余市店南側（ぶどう駐車場） （黒川町１２－５７） 　１４：２０～１５：００

老人福祉センター前 （黒川町９－６１） 　１５：１０～１５：３０

5 月 14 日（木）

沢町小学校前 （沢町４－３３） 　　９：３０～１０：００

余市町水産加工研修センター前 （富沢町６－１１７） 　１０：１０～１０：４０

西部買物駐車場 （富沢町５－１７） 　１０：５０～１１：３０

和香菜前（旧寶龍ラーメン前） （黒川町３－６０） 　１３：３０～１４：１０

役場裏駐車場 （朝日町２６） 　１４：２０～１５：００

5 月 15 日（金）

豊丘老人寿の家前 （豊丘町６４４） 　　９：３０～１０：００

余市紅志高校グランド前 （沢町６－１０） 　１０：１０～１０：３０

沢町駐在所向いタイヤ公園 （港町１９３） 　１０：４０～１１：３０

イオン余市店南側（ぶどう駐車場） （黒川町１２－５７） 　１３：３０～１４：００

黒川八幡生活館前 （黒川町５７２） 　１４：１０～１４：３０

１７区生活館前 （黒川町１２２５） 　１４：４０～１５：００

5 月 16 日（土）
西部買物駐車場 （富沢町５－１７） 　　９：３０～１０：００

中央公民館駐車場 （大川町４－１４３） 　１０：１０～１０：４０

役場裏駐車場 （朝日町２６） 　１０：５０～１１：３０

※会場の変更：旭中学校前からインプレッション裏駐車場に変更となりましたので、ご注意願います。 
飼い犬が離れた場合、または死亡している場合は、下記まで連絡願います。
◆問合せ　環境対策課 環境衛生グループ　☎２１－２１１８

〈平成 27 年度狂犬病予防注射実施日程表〉

種　別 料　金

狂 犬 病
予防注射料金

３，１１０円

畜犬登録料 ３，０００円
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★５月のおもしろ宇宙教室★

余市宇宙記念館からのお知らせ

名　　　称 内　　容 日　　時 時　間 定員

かさ袋ロケット製作 かさ袋でバルーンロケットを作って飛ばそう！
2 日（土）、3 日（日）
4 日（月・祝）

午後 2 時
60 分 30

サイエンスショー
「空気の不思議」をテーマに、空気砲や空き缶

を使った科学実験ショーを行います。

2 日（土）～ 6 日（水・祝）
の毎日

午前 10 時
20 分 なし

音であそぼう！おどるへび
音って一体なんだろう？工作をしながら音につ

いて学びます。キミのヘビは、おどるかな？
5 日（火・祝）

午後 2 時
30 分 20

◎電気自動車について学ぶ 実車の電気自動車を使って仕組みなどを学びます。 6 日（水・祝）
午後 1 時

90 分 30

四季の星座について学ぶ

その 1（8 回シリーズ）

春の星座や星雲、星団など、春の星空について

学びます。
9 日（土）
午後 2 時

60 分 30

◎人類と機械について学ぶ 人と道具や機械との関わりなどを学びます。 10 日（日）
午後 2 時

90 分 30

◎車両について学ぶ

その１（２回シリーズ）

自転車、オートバイ、トライシクルの仕組みや

歴史などを学びます。
17 日（日）
午後 2 時

90 分 30

世界の宇宙開発について学ぶ
その 1（7 回シリーズ）

宇宙飛行士油井さんのミッションや国際宇宙ス
テーションなどを学びます。

23 日（土）
午後 2 時

60 分 30

◎車両について学ぶ
その２（２回シリーズ）

ガソリン自動車、ハイブリッド自動車、電気自
動車の仕組みや歴史などを学びます。

24 日（日）
午後 2 時

90 分 30

◎航空機について学ぶ
その１（16 回シリーズ）

世界の航空機の製造工程や仕組みなどを学びます。 30 日（土）
午後 2 時

90 分 30

レゴ教室
レゴブロック、モーター、センサーを組み立て、

パソコンでプログラミングします。

31 日（日）
①午前 9 時 30 分
②午後 1 時 30 分

150 分 5

☆平成２７年度「おもしろ宇宙教室」スタート！☆

★申込みは５月 1 日（金）より電話で受付します。上記教室の参加には入館料はかかりません

   

天
体
観
測
会

◆
日
時　

5
月
９
日

（土）　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

◆
観
測
対
象　

金
星
・
木
星
・
春
の
星
座

◆
場
所　

宇
宙
記
念
館
裏
・
道
の
駅
第
２
駐
車
場
横
の

　

芝
生
（
申
込
不
要
・
現
地
集
合
・
無
料
）

◆
そ
の
他　

中
止
の
と
き
は
記
念
館
内
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

　

ウ
ム
を
使
い
星
座
に
つ
い
て
学
び
ま
す
（
30
分
間
）

　

☆
不
明
な
場
合
は
電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

       

今
月
の
上
映
案
内

★
「
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
」

　

①
新
番
組
「
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」

 　

 

近
未
来
に
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
「
宇
宙
エ
レ

　
　

ベ
ー
タ
ー
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
宇
宙
記
念
館
オ
リ

　
　

ジ
ナ
ル
新
番
組
。

　
　
　

余
市
湾
に
建
設
さ
れ
た
「
余
市
ア
ー
ス
ポ
ー
ト
」

　
　

か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
宇
宙
に
出
発
す
る
夢
の
世

　
　

界
を
、
飛
び
出
す
立
体
映
像
で
お
楽
し
み
い
た
だ

　
　

け
ま
す
。
（
毎
日
１
時
間
に
１
回
上
映
）

　

②
「
４
次
元
デ
ジ
タ
ル

　
　
　
　
　
　

 

宇
宙
シ
ア
タ
ー
（
ミ
タ
カ
）」

　
　

※
約
30
分
・
イ
ベ
ン
ト
上
映

◆
日
時　

５
月
16
日

（土）　

１
回
目　

午
前
11
時
05
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
回
目　

午
後
３
時
05
分
～

★
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」　

　

CG
番
組
と
星
空
番
組
を
交
互
に
各
４
回
ず
つ
上
映

　
　

（
毎
日
１
時
間
に
１
回
上
映
）

【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　

５
月
の
休
館
日　

11
日
、
12
日
、
18
日
、
25
日

◆
問
合
せ　

余
市
宇
宙
記
念
館　

☎
21
―
２
２
０
０

◆対象は、◎が小学校高学年以上、その他は小学生以上です。

　余市宇宙記念館では、宇宙や星座、航空、地球環境など、宇宙に関連した色々な教室や工作教室、
科学教室などを行う「おもしろ宇宙教室」を開催し、子供たちの宇宙や科学への興味を育てます。

★
お
も
し
ろ
宇
宙
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

http://w
w

w
.spacedom

e.jp

★
余
市
宇
宙
記
念
館
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

★
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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　「マッサンの最終回を見る会」が開催されました

◇◇◇観光振興と地域活性化の推進に向けて◇◇◇

◆問合せ　「マッサン」応援推進協議会 事務局（商工観光課）　☎２１－２１２５

　　　　　協議会ホームページ　http://massanyoichi.com

  平成２６年度後期 連続テレビ小説「マッサン」放送終了　愛と勇気の物語をありがとう !!

　昨年９月 29 日から放送が開始されました NHK 連続テレ

ビ小説「マッサン」は３月 28 日の最終回をもって半年間、

計１５０回の放送を終えました。

　日本のウイスキーの父と称され、余市町名誉町民でもある

竹鶴政孝氏とその妻リタさんをモデルに、余市町で夢を叶え

たマッサンとエリーのチャレンジとアドベンチャー、深い夫

婦愛を描いた笑いと涙の感動のドラマを毎回楽しみにしてい

た人が多かったと思います。

　最終回の放送にあたり、余市町ではマッサン応援推進協議

会主催による「マッサンの最終回を見る会」が宇宙記念館を

会場に、町民など約１５０人の参加により開催され、２５０

インチの大画面で最終回の放送を視聴。参加者全員で感動を

共有するとともに名残を惜しみました。

　なお、会場の様子は NHK 札幌放送局制作「おはよう北海道」

の中継により全道に向けて放送されました。

　また、番組視聴後には主役の玉山鉄二さん（マッサン役）

とシャーロット・ケイト・フォックスさん（エリー役）のお

二人からの余市町民に向けたメッセージＶＴＲの全編が流れ、

その中でこれまでの撮影への協力や心遣いなどに対する町民

への感謝の言葉と共に、玉山さんからは「今度はぜひ余市町

をゆっくり訪れてみたい」とのうれしいコメントもありました。

マッサン通信

平成2６年度「おもしろ宇宙教室」の実施報告　

　余市宇宙記念館では、子供たちの宇宙や科学への興味を育てようと、「おもしろ宇宙教室」を実施しまし

たのでご報告します（開催期間：平成 26 年 5 月 3 日～平成 27 年 2 月 25 日）。

種　別 おもしろ宇宙教室の内容 回数

天 文 教 室
四季の星座や月、太陽、惑星、星雲、星団について観測会も交えながら学習

したほか、プラネタリウムや組み立て望遠鏡を製作し、天文について学ぶ。
11 回

宇 宙 ・ 航 空

関 連 教 室

宇宙開発や宇宙の謎、世界の航空機、世界のものづくりについて学んだほか、

色々なロケットや紙飛行機を作り飛ばす。
52 回

科学関連教室
電気や電磁石、磁気コンパス、ジャイロ、日時計、環境、車両、電気自動車、

キャンドル製作など、色々な教室で科学について学ぶ。
62 回

出 前 教 室
宇宙アサガオの育成やロボット・空気砲の体験、ロケット製作などで宇宙や

科学について楽しみながら学習。
11 回

講 演 雪氷学の第一人者が、南極での暮らしや宇宙の氷などについて解説。   1 回

＜ 参加者のご感想 ＞
・実験を見て科学について興味がわきました

・毛利さんの偉業がくわしくわかりました

・地球や宇宙について学び、ためになりました

・飛行機がなぜ飛ぶのか勉強になりました

・世界のものづくりの違いがわかりました

≪ 開催回数 137 回、参加人数 2,685 人 ≫
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春山登山や山菜採りは安全に楽しみましょう！
　５月になると日差しが日を追うごとに強くなります。屋外でのレジャーやスポーツが盛んと

なり、大型連休には旅行や帰省などで出かける機会も多くなります。

　しかし、平地や山のふもとは春の装いでも山にはまだ多くの雪が残り、急激な気温上昇で雪

どけによる沢の増水や、雪の多い傾斜地では「なだれ」の危険があります。また、日々の寒暖

の差が激しい季節でもあり、冬山に逆戻りして、猛ふぶきや寒さにより身動きがとれなくなる

ことも珍しくありません。

　春山登山や山菜採りを楽しみにしている方も多いと思いますが、次のことに気をつけて遭難事故にあわな

いよう注意しましょう。

○単独行動は避けて経験豊富な人と一緒に行くなど、体力と経験に応じたゆとりを持った計画にしましょう。

○装備・持ち物、服装を整えて十分な食料を用意しましょう。特に防寒・雨具の準備は万全にしましょう。

○緊急時に備えて、ラジオや無線機・携帯電話などを携行しましょう。予備のバッテリーを用意するなど情

　報収集と連絡の手段を絶やさないよう注意しましょう。

○計画を立てるときと出発前は最新の気象状況や天気予報を十分確認し、雷や急な強い雨など、悪天や天候

　の急変時には無理な行動を控えましょう。

◆問合せ　札幌管区気象台 天気相談所　☎０１１―６１１―０１７０

　平成２７年３月２３日に、山本果樹園株式会社が「地域でがんばる中小企業・

小規模事業者」として北海道経済産業局長から顕彰されました。

　今回、選定された理由は、同社が有機肥料にこだわり、品質の良い果樹を通

年で多品目栽培しており、観光果樹園としても通期観光需要の創出に大きく貢

献したこと、また、海外客の開拓にも積極的に取り組み、現在では来園者の約

４割までが海外客になるなど、地域のインバウンド（訪日外国人旅行）に果た

す効果が大きく、さらには、地元加工企業と果樹加工品の開発を通じ、地元果

樹の付加価値向上・ブランド化に大きく貢献したことによるものです。

■山本果樹園株式会社が北海道経済産業局長顕彰を受けました■

○例年、５月以降は、身近なところで発生する犯罪

　が増加する傾向にあることから、北海道警察では

　５月１１日から２０日までの１０日間、「春の地

　域安全運動」を実施し、自治体や防犯協会、事業

　者、防犯ボランティアなどの地域住民の方々と連

　携し、犯罪のない安全で安心して暮らせる地域づ

　くりを目指します。

○タイヤ盗難の被害を防ぐため、タイヤは鎖などで連

　結した上で、鍵のかかる場所に保管しましょう。

○車上ねらいの被害を防ぐため、駐車するときは　

　車内に荷物を放置せず、必ず鍵をかけましょう。

○「名義を貸して」、「名義貸しは違法。警察に捕まる」、

　「レターパック・ゆうパック・宅配便で現金を送っ

　て」と言われたら詐欺です。家族や地域の絆を深め

　て、振り込め詐欺を始めとする特殊詐欺の被害を防

　ぎましょう。

○子供を犯罪被害から守るため、「いかのおすし」　

　の防犯標語を使った指導や家庭でのルールづく　

　り、登下校時の見守り活動などを行いましょう。

　　また、子供から不審者情報を聞いたり、助けを

　求められたときは、すぐに警察に連絡しましょう。

　自転車はとても便利で環境に優しい乗り物です。

　ところが、ルールやマナーを無視した乗り方は重

大な交通事故につながることもあります。

　ルールを守って安全に自転車を利用しましょう。

1．自転車は、車道が原則、歩道は例外
2．車道は左側を通行
3．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
4．安全ルールを守る
　○飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　○夜間はライトを点灯
　○交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
5．子どもはヘルメットを着用

【自転車安全利用五則】

～自転車は　ルールとマナーが　両輪です～　
～自転車の　五則守って　ふむペダル　～
～子どもでも　自転車のったら　社会人～

自転車の安全利用の促進

春の地域安全運動
～みんなで築こう、安全で安心な大地～

【余市町、余市町交通安全協会、余市警察署】

い
か⇒    「いか」ない（知らない人に、危ないところに）

の⇒「の」らない（知らない人の車に）
お⇒「お」おきな声で叫ぶ（危ないときは）
す⇒    「す」ぐ逃げる（とにかく人のいるところに）
し⇒「し」らせる（近くの大人や警察、家の人に）
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健康と暮らしの情報（５月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

ママさん交流会 おおむね 3 歳までの
お子さんとその保護者

12 日（火） 10：00 ～ 12：00 福祉センター

１歳６か月児健診 Ｈ２５年１０月生まれ 14 日（木）受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

ニコニコたまご教室
（赤ちゃんのお風呂）

妊婦とその家族
※申込みが必要です

15 日（金）

（昼の部）
13：30 ～ 15：30

（夜の部）
　18：30 ～ 20：30

中央公民館

（申込先）保健指導グループ

１0 か月児健診 Ｈ２６年７月生まれ ２１日（木）
受付 12：00 ～ 12：20

福祉センター入舟分館３歳児健診 Ｈ２３年１２月生まれ ２２日（金）

４か月児健診 Ｈ２７年１月生まれ ２９日（金）受付 11：50 ～ 12：10

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
５月　７日（木）

６月１１日（木）
　13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

認知症の介護相談 　　１８日（月）  　19：00 ～ 21：00 福祉センター入舟分館 ご自由に相談下さい。

健康相談 　　 ２７日（水） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
２１日（木）までに予約
が必要です。

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 13 日（水）、27 日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
事前申込み必要

育児・子育て相談 １5 日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

１1 日（月） 13：30 ～ 14：30

２0 日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

19 日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左

注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、
　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

当　番　日 医　療　機　関　名 電 話 番 号 歯科当番日 医  療  機  関  名 電 話 番 号

３日（日） わたなべ内科医院 22-3989 ３日（日） 佐藤歯科医院 22-3678

４日（月） 北郷耳鼻咽喉科医院 23-5533 ４日（月） ねりあい歯科医院 23-2633

５日（火） 佐野内科クリニック 22-7001 ５日（火） 荒木歯科医院 22-6200

６日（水） 勝田内科皮フ科クリニック 22-3843

10日（日） 中島内科 22-3866

17日（日） 勤医協余市診療所 22-2861

24日（日） ながい小児科医院 23-6881

31日（日） 田中内科医院 22-6125

※休日当番医の診療時間は 9 時～ 1 ７時まで、

　歯科当番医の診療時間は9 時～１２時までです。

　休日当番医は変更になることがありますので、

　確認してから受診して下さい。
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に
応
じ
て
、
お
断
り
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

　

※
動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴
、

　
　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
は
各
自
ご
用

　
　

意
願
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

総
合
体
育
館

　
　
　
　
　

 

（
☎
23
―
５
２
１
０
）

〈
余
市
紅
志
高
校

　
　
　

    　

   

学
校
開
放
講
座
〉

　

余
市
紅
志
高
校
で
は
平
成
25
年
度

よ
り
「
学
校
開
放
講
座
」
を
開
講
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
第
１
回
目
は
花

壇
苗
を
使
っ
た
「
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
づ
く
り
」
で
す
。
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
花
壇
苗
を
植
え
込

み
ま
す
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
興
味
や

関
心
の
あ
る
方
、
親
子
で
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◆
日
時　

５
月
23
日

（土）　

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

◆
場
所　

余
市
紅
志
高
校 

農
場
教
室 

◆
定
員　

10
名
程
度
（
親
子
で
の
参

　

加
も
可
能
で
す
が
１
組
と
し
て
体

　

験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
参
加
費
等
は
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
21
日

（木）

　

午
後
4
時
45
分
ま
で
に
余
市
紅
志

高
校　

（
☎
23
―
３
１
９
１
担
当
：

大
野
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
各
種
自
衛
官
等
募
集
〉

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）、
技
術

海
上
・
航
空
幹
部
、
技
術
海
曹
・
空

曹
を
募
集
し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

=　募集・お知らせ　=
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〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉   

☆
行
楽
期
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

火
災
の
被
害
防
止

　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と

も
に
、
屋
外
で
の
活
動
が
増
え
て
き

ま
す
。
こ
の
時
季
は
、
降
水
量
が
少

な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹

く
な
ど
、
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す

い
気
象
条
件
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

火
災
発
生
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

春
の
行
楽
期
を
火
災
の
な
い
楽
し
い

も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
た
き
火
等
の
野
外
で
の
焼
却
行     

　

為
は
法
令
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ

　

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
農
林
業
等

　

を
営
む
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の

　

焼
却
な
ど
法
令
で
定
め
る
例
外
事

　

項
が
あ
り
、
役
場
環
境
対
策
課
へ

　

確
認
し
、
許
可
が
お
り
た
場
合
、

　

消
防
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
消
防
署
で
は
気
象
条
件
に

　

よ
り
禁
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
た
ば
こ
は
灰
皿
な
ど
が
あ
る
と
こ
ろ

　

で
喫
煙
す
る
か
、
携
帯
灰
皿
を
携
行

　

し
、
投
げ
捨
て
な
ど
は
絶
対
に
し
な
い
。

●
紙
屑
な
ど
の
ゴ
ミ
類
は
火
災
発
生

　

の
原
因
、
延
焼
拡
大
の
原
因
と
な

　

る
た
め
、
各
自
の
ゴ
ミ
は
き
ち
ん

　

と
持
ち
帰
る
。

☆
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
や
消
火
器
を
訪
問
販
売
し
た

り
、
特
定
の
業
者
に
商
品
の
斡
旋
を

し
、
販
売
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

☆
善
意
で
使
用
さ
れ
た

         
消
火
器
が
補
償
さ
れ
ま
す
！

　

余
市
町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消

す
た
め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使

用
し
た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み

の
消
火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た
り
、

新
品
の
消
火
器
と
交
換
出
来
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
募
集
〉

　

余
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
楽
し
く
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
し
ま
せ
ん
か

◆
対
象　

町
内
の
小
学
生
以
上

◆
場
所　

総
合
体
育
館

◆
日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
６
時
～
８
時
頃
ま
で

　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
頃
ま
で

◆
参
加
料　

　

水
曜
日
の
み
体
育
館
使
用
料
が
必

　

要
で
す
（
金
曜
日
は
無
料
で
す
）

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
の
参
加
を

　

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中

　

学
生
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
送

　

迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ　

　
　
　
田
中
☎
22
―
５
９
１
３

　
　
　

堀　

☎
23
―
７
５
２
８

　
　
　

（
余
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

〈
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
ロ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　

   

会
員
募
集
〉   

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
世
界
の
音
楽

と
踊
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

初
め
て
の
方
で
も
、
簡
単
な
ス

テ
ッ
プ
か
ら
踊
り
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る

方
、
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ

た
い
方
、
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
練
習
日　

毎
週
火
曜
日
（
公
民
館
）

　

   　
　

   

毎
週
土
曜
日
（
体
育
館
）

　
　
　
　

   

午
前
10
時
～
正
午

◆
問
合
せ 

☎
23
―
４
６
９
７
（
安
宅
）

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　

５
月
９
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
卓
上
ゲ
ー
ム
の
会

　

５
月
24
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場　
　
　

　

５
月
27
日

（水）　

午
前
10
時
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　

５
月
9
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

５
月
20
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
え
の
会

　

 

５
月
23
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

（
天
候
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り
）

〈
母
親
ク
ラ
ブ
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
〉

　

母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
一
般
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
13
日

（土）　

　
　
　
　

正
午
～
午
後
2
時

◆
場
所　

沢
町
児
童
館 

遊
戯
室

◆
内
容　

1
区
画
180
㎝
×
180
㎝

◆
締
切　

６
月
9
日

（火）
（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

　

母
親
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（
沢
町
児
童
館　

☎
23
―
５
６
７
３
）

=　募集・お知らせ　=
　
お
知
ら
せ
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 ◆問合せ　保健課保健指導グループ  
（☎２１－２１２2）　

健
康
の
た
め
の

　
　
　

睡
眠
習
慣
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　

春
は
い
つ
も
よ
り
強
く
眠
気
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

春
に
な
る
と
皮
膚
の
表
面
血
流

量
が
増
え
、
交
感
神
経
が
活
発
に

な
り
、
日
中
の
活
動
量
が
増
え
る

と
い
う
生
理
現
象
が
起
き
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
疲
労
感
や
だ
る
さ

が
出
や
す
く
、
昼
夜
を
問
わ
ず
眠

気
を
感
じ
る
こ
と
が
増
え
る
と
い

い
ま
す
。

　

睡
眠
に
は
心
身
の
疲
労
を
回
復

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

睡
眠
が
量
的
に
不
足
し
た
り
、
質

的
に
悪
化
し
た
り
す
る
と
自
律
神

経
と
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
、
血
圧
や
血
糖
値
が
上
昇
す

る
な
ど
、
生
活
習
慣
病
を
招
く
原

因
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
精

神
面
で
も
思
考
力
・
注
意
力
が
低

下
し
気
分
的
に
も
不
安
定
に
な
り
、

う
つ
病
等
の
心
の
病
気
を
招
く
可

能
性
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

【
睡
眠
に
影
響
を
及
ぼ
す
三
要
因
】

①
ス
ト
レ
ス

　
　

様
々
な
要
因
で
ス
ト
レ
ス
を

　

感
じ
る
と
、
神
経
が
興
奮
し
、

　

う
ま
く
睡
眠
が
と
れ
な
く
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
生
活
パ
タ
ー
ン

　
　

人
間
に
は
体
内
時
計
が
備
わ
っ

　

て
い
て
、
睡
眠
と
覚
醒
を
繰
り
返

　

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
夜
更
か

　

し
を
続
け
て
い
る
と
体
内
時
計
が

　

ず
れ
、
睡
眠
時
間
の
不
規
則
化
を

　

招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
加
齢

　
　

人
間
の
か
ら
だ
は
加
齢
と
と

　

も
に
、
長
く
眠
れ
な
い
・
眠
り

　

が
浅
く
な
る
な
ど
睡
眠
パ
タ
ー

　

ン
が
変
化
し
ま
す
。

【
良
質
な
睡
眠
の
た
め
の
７
つ
の
法
則
】

　

①
毎
日
同
じ
時
間
に
ベ
ッ
ト
に

　
　

入
り
同
じ
時
間
に
起
き
る
。

　

②
睡
眠
前
に
大
量
の
食
事
を
摂

　
　

ら
な
い
。

　

③
寝
る
前
に
カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア

　
　

ル
コ
ー
ル
を
摂
ら
な
い
。

　

④
寝
る
前
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
液
晶
デ
ィ

　
　

ス
プ
レ
イ
の
付
い
た
、
テ
レ

　
　

ビ
や
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話

　
　

な
ど
を
見
な
い
。

　

⑤
雑
音
を
出
す
も
の
は
寝
室
に

　
　

置
か
な
い
。

　

⑥
部
屋
を
暗
く
す
る
。
必
要
で

　
　

あ
れ
ば
ア
イ
マ
ス
ク
等
を
利

　
　

用
す
る
。

　

⑦
部
屋
の
温
度
管
理
を
す
る
。

　
　

室
温
は
少
し
低
め
に
す
る
。

　

春
に
な
り
、
心
機
一
転
こ
れ
ま

で
の
睡
眠
習
慣
を
見
直
し
、
快
適

な
毎
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　
『
子
宮
頸
が
ん
検
診
』

　
　
　
　

を
受
け
ま
し
ょ
う

　

「
子
宮
頸
が
ん
」
と
は
子
宮
の

入
り
口
に
で
き
る
が
ん
で
近
年
、

20
～
40
歳
の
女
性
で
の
発
病
や
死

亡
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因

は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）
の
感
染
で
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
約
80
％
の
女
性
が
生

涯
の
う
ち
感
染
す
る
ご
く
あ
り
ふ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
免
疫
力

で
自
然
に
治
癒
す
る
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　

し
か
し
約
10
％
の
人
が
治
癒
す

る
こ
と
な
く
感
染
し
続
け
、
そ
の

一
部
が
、
が
ん
に
進
行
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
か
な
り
進
行

し
な
い
と
自
覚
症
状
が
現
れ
な
い

病
気
で
す
。

　

そ
の
た
め
２
年
に
１
度
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
、
が

ん
の
予
防
に
は
と
て
も
大
切
で

す
。

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
子
宮
頸

部
の
細
胞
を
取
り
、
が
ん
細
胞
の

有
無
や
種
類
を
調
べ
ま
す
。
痛
み

な
ど
の
体
へ
の
負
担
も
少
な
い
検

査
で
す
。

　

ご
く
初
期
の
が
ん
も
高
精
度
に

発
見
で
き
、
こ
の
段
階
で
あ
れ
ば

簡
単
な
手
術
で
完
治
し
、
妊
娠
や

分
娩
も
可
能
で
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

町
で
は
５
月
24
日

（日）
・
25
日

（月）
に

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

定
員
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま

す
の
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は

４
月
号
広
報
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
保
健
指
導
グ
ル
ー

プ
ま
で
直
接
お
電
話
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　余市紅志高校では恒例の「花壇苗即売会」を実施します。今年度も花壇苗のほか、

野菜苗、農産加工品を販売予定です。町民の皆さまのお越しをお待ちしております。

　　　◆日　時　５月１６日（土）午前１０時販売開始～なくなり次第終了

　　　◆会　場　道の駅スペースアップルよいち前広場

　　　◆その他　開始時刻前の販売はしませんのでご協力願います。

　　　◆問合せ　余市紅志高校　（☎２３―３１９１　担当：大野）　

余市紅志高校「花壇苗即売会」のお知らせ

　平成２６年度の日赤社費募集につきまして、町民の皆様のあたたかい善意により総額２, ５９２，１５０円

となりました。ここに厚くお礼申し上げます。

　町民の皆様から寄せられた社費は、日本赤十字社の活動資金となり、様々な人道的活動が実施され

ております。

　今年度も５月より区会、日赤協賛委員のご協力を得て社費（１世帯５００円以上）の募集を行います。

　町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

◆問合せ　日本赤十字社北海道支部 余市町分区　（福祉センター内　☎２２－６２２８）

日赤社費募集のお願いについて



〈2015. ⑤広報よいち　17〉

 　

農
業
移
民
と
リ
ン
ゴ
栽
培

　

余
市
川
流
域
平
野
へ
の
本
格
的
な
農
業
移
民
の
団

体
は
、
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
の
旧
会
津
藩
士
団

に
よ
る
川
東
村
（
黒
川
村
、
現
在
の
黒
川
町
）
と
川

西
村
（
山
田
村
、
同
山
田
町
）
へ
の
入
植
が
最
初
で

し
た
（
「
余
市
町
で
お
こ
っ
た
こ
ん
な
話
」
そ
の

17
、
同
そ
の
34
）
。

　

川
俣
兵
司
さ
ん
が
記
し
た
『
爐
辺
夜
話
（
ろ
へ
ん

や
わ
）
』
（
昭
和
15
年
）
は
、
余
市
町
の
農
業
移
民
の

先
駆
け
と
な
っ
た
会
津
団
体
の
入
植
当
時
の
様
子
を
伝

え
ま
す
（
『
余
市
移
住　

旧
会
津
藩
士
余
市
移
住
の
足

跡
』
）
。
大
木
が
空
を
覆
い
、
熊
笹
や
雑
草
が
生
い
茂

る
原
野
に
入
っ
て
、
慣
れ
な
い
鍬
を
使
っ
て
の
開
墾
作

業
の
こ
と
、
フ
ク
ロ
ウ
や
狐
、
狸
が
鳴
き
、
熊
に
お
び

え
、
鹿
の
大
群
が
自
分
た
ち
の
居
宅
に
近
づ
い
て
え
さ

を
漁
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
星
が
ま
た
た
く
早
朝
か
ら
月
の
出
る
頃
ま

で
作
業
を
し
て
も
な
か
な
か
能
率
が
上
が
ら
な
い
こ

と
、
春
は
漁
業
の
日
雇
い
労
働
を
し
、
秋
は
収
穫
し

た
豆
等
を
売
り
歩
き
、
冬
は
厳
寒
の
馬
ソ
リ
に
乗
っ

て
仁
木
か
ら
小
樽
へ
、
帰
り
は
沢
町
へ
と
物
産
を
運

ん
で
い
た
こ
と
、
一
歩
一
歩
開
墾
し
て
も
慣
れ
な
い

農
事
に
心
細
く
な
り
、
役
人
と
な
っ
て
転
居
す
る
も

の
も
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
、
貧
し
か
っ
た
生
活
も
リ
ン

ゴ
の
収
穫
が
安
定
す
る
と
、
暮
ら
し
向
き
が
よ
く

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
書
に
は
、
会
津
団
体
が
住
ん
だ
住
居
で
の

出
来
事
と
し
て
、
天
井
に
開
い
た
煙
出
し
の
蓋
を
閉

め
忘
れ
る
と
、
中
で
飼
っ
て
い
る
鶏
を
狙
っ
た
狐
が

侵
入
し
て
き
た
こ
と
、
家
の
主
人
が
振
り
回
し
た
刀

が
狐
の
腹
を
裂
き
、
畳
を
血
だ
ら
け
に
し
た
こ
と
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
な
ど
で
の
博
覧
会
で
高
評
価
を
得
た
こ
と
か

ら
、
リ
ン
ゴ
が
高
値
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

栽
培
を
目
指
す
も
の
が
増
え
ま
し
た
。
そ
の
中
心
は

黒
川
、
山
田
両
村
で
し
た
が
、
同
23
年
に
は
沢
町
の

相
内
徳
松
さ
ん
が
リ
ン
ゴ
園
を
経
営
す
る
傍
ら
、
自

ら
育
て
た
苗
木
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
（
『
余

市
農
業
発
達
史
』
）
。
ま
た
、
梅
川
町
の
井
鳥
貞
蔵

さ
ん
、
山
碓
町
（
港
町
周
辺
）
の
川
村
善
太
郎
さ
ん

も
リ
ン
ゴ
園
を
経
営
し
、
川
村
さ
ん
は
副
業
と
し
て

養
鶏
を
奨
励
し
た
そ
う
で
す
。
ニ
シ
ン
漁
の
親
方
で

も
猪
俣
安
造
さ
ん
、
横
浜
竹
蔵
さ
ん
、
横
山
福
次
郎

さ
ん
、
川
内
藤
次
郎
さ
ん
、
大
村
由
太
郎
さ
ん
ら
が

リ
ン
ゴ
園
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
津
団
体
に
続
い
て
同
12
年
頃
、
秋
田
団
体
が
山

田
村
に
入
植
、
同
14
年
に
も
筑
前
団
体
が
下
山
道
村

（
豊
丘
町
）
へ
入
植
し
ま
し
た
。
登
町
地
区
で
も
同

20
年
代
に
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
の
リ
ン
ゴ
園
が
見
ら

れ
、
同
地
区
で
本
格
的
に
植
栽
が
増
え
て
い
っ
た
の

は
同
30
～
35
年
の
こ
と
で
し
た
。

　

『
登
郷
土
誌
』
に
同
地
区
の
リ
ン
ゴ
収
穫
作
業
の

様
子
が
見
え
ま
す
。
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、

も
い
だ
リ
ン
ゴ
を
2.5
貫
（
約
９
㎏
）
ほ
ど
入
る
手
か

ご

に

入

れ

、

そ

れ

を

丸

い

か

ご

に

あ

け

て

、

天

秤

棒

で

運

び

ま

し

た

。

昭

和

に

な

る

と

「

土

そ

り

」

に

積

ん

で

馬

に

曳

か

せ

て

運

び

ま

し

た

。

リ

ン

ゴ

の

収

穫

量

が

増

し

て

、

長

期

間

に

わ

た

っ

て

販

売

出

来

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

か

ら

、

大

正

時

代

か

ら

貯

蔵

の
た
め
の
「
雪
囲
い
」
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
畑
地
に
野
積
み
し
た
リ
ン
ゴ
を
燕
麦
の

殻
や
カ
ヤ
で
覆
っ
て
雪
中
に
貯
蔵
し
た
も
の
で
、
こ

う
す
る
と
春
先
に
販
売
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

「
雪
囲
い
」
は
野
ネ
ズ
ミ
の
被
害
に
あ
う
こ
と
が

難
点
だ
っ
た
の
で
、
次
第
に
貯
蔵
庫
で
の
保
存
に
替

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
時
代
は
下
っ
て
太
平
洋
戦
争

中
に
使
わ
れ
た
防
空
壕
に
貯
蔵
し
た
リ
ン
ゴ
が
、
と

て
も
良
い
状
態
で
冬
を
越
し
た
の
で
、
半
地
下
式
の

石
蔵
貯
蔵
庫
で
の
保
存
も
試
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

は
土
蔵
、
石
蔵
、
貯
蔵
庫
の
中
へ
雪
を
詰
め
込
ん
だ

雪
冷
貯
蔵
へ
と
移
り
変
わ
り
ま
し
た
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

 写真：リンゴの収穫
　　　（登地区、昭和 20 年代『登郷土誌』）

　今年は、５年に１度実施される国勢調査の年です。
　町では、この調査にご協力をいただける調査員を募集します。
◆応募資格　町内在住者で、責任をもって調査員事務を遂行できる　
　　　　　　２０歳以上の健康な方（秘密の保護に信頼のおける、税
　　　　　　務・警察・選挙に直接関係のない方）
◆事務内容　調査区域世帯への調査票の配布、収集、検査等（調査員
　　　　　　に任命後、説明会を開催します）
◆報　酬　　１調査区あたり３万５千円程度で、１人２調査区まで担
　　　　　　当できます。
◆任　期　　概ね９月からの２か月間
◆締切日　　５月２９日（金）まで
◆応募方法　所定の申込用紙に必要事項を記入し、地域協働推進課広
　　　　　　報広聴グループまで提出してください。なお、申込用紙
　　　　　　はホームページおよび地域協働推進課（役場２階）にあ
　　　　　　ります。
◆その他　　現在、町の統計調査員に登録されている方で、本年の国
　　　　　　勢調査調査員を希望される方は連絡願います。

◆問合せ　　地域協働推進課 広報広聴グループ　☎２１―２１４２

平成 27 年 10 月１日実施の国勢調査調査員を募集します
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平成２６年度余市町寿大学閉講式

生 涯 学 習 だ よ り 　

寿
大
学　

今
月
の
学
習

☆
５
月
14
日
(木)　

午
後
１
時
30
分
～　

１
階
101
・
102
号
室

●
講
話
・
実
技
「
音
楽
は
心
の
宝
物
」

◆
講
師　

音
楽
療
法
士　

近
藤
ひ
と
み
さ
ん

　

な
つ
か
し
い
歌
を
み
ん
な
で
元
気
に
歌
っ
た
り
、
音
楽
を
聞
い
た

り
し
て
、
心
身
の
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

☆
５
月
12
日

（火）　

午
後
１
時
30
分
～　

※
事
前
申
込
み
必
要

●
見
学
「
町
内
施
設
見
学
」

◆
場
所　

円
山
公
園　

【
現
地
集
合
・
現
地
解
散
】

　

公
園
内
の
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
の
見
学
、
散
策
等
を
行
い
ま
す
。

※
送
迎
希
望
の
方
は
、
午
後
０
時
45
分
ま
で
に
公
民
館
に
集
合

※
申
込
み
は
、
５
月
８
日

（金）
ま
で
に

寿
大
学
と
女
性
学
級
の
合
同
学
習
講
座

☆
５
月
28
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～  

１
階
101
・
102
号
室

　

●
講
話
「
交
通
安
全
・
防
犯
教
室
」

　

高
齢
者
が
被
害
に
あ
い
や
す
い
交
通
事
故
や
特
殊
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
学
習
を
行
い
ま
す
。

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

　余市町寿大学は、平成 26 年度の学習講座を終え、３月１２日（木）

に４３回目の閉講式を迎えました。

　式には４５名の学生が出席し、１０回以上受講した方に贈られる修了

証書の授与や皆勤賞・精勤賞の表彰が行われました。

　表彰後には、学長の式辞、町長・議長からの祝辞があり、次年度も元気

で受講してくださいと激励の言葉をいただきました。学生を代表して鎌田

政志さんが「健康に留意しながら、何事にも挑戦する積極的な気持ちを大

切にして学び続けていきたい」と答辞を述べられ式は終わりました。

　続けて、恒例になっている学生自治会主催の「お別れ会」が開催され

ました。

　会長挨拶、余市町老人クラブ連合会会長の乾杯のあと和やかに親睦を

深め、最後に全員で心を込めて「リンゴの唄」と「青い山脈」を歌い、

開講式での再会を願い会を閉じました。

感謝と希望を胸に新たな旅立ち！
　余市町内小・中学校の卒業式は、３月中旬に中学校３校、下旬に小学校５校で行われ、小学校１５３

人、中学校１６５人の卒業生一人ひとりに卒業証書が手渡されました。

　中学校では、仲間との思い出をかみしめながら、感謝と希望を胸に、それぞれの進路へと旅立ってい

きました。小学校では、中学校生活への期待を膨らませながら、６年間の思い出が詰まった学び舎に別れ

を告げていました。

　また、４月上旬には小・中学校の入学式が行われ、合わせて２８９人が入学しました。新入生は、少

し緊張した面持ちでしたが、これからの学校生活を楽しみにしている様子でした。

 《中学校卒業式》

～学び続ける気持ちを大切に！～

図
書
館
の
す
て
き
な
窓

《修了証書を受け取る
　　　　　　玉山陽子さん》

 《答辞を述べる鎌田政志さん》

 《小学校卒業式》  《中学校入学式》  《小学校入学式》

　≪全講座受講した
　　　　竹下道子さん≫

余市町女性学級閉講式
　平成２６年度の学習を振り返り、来年度の

学習計画や内容について話し合う女性学級の

第１５回講座が３月１６日（月）に開催され、

３４名が参加しました。

　開設した１５講座については、合わせて

４００名以上の学級生が受講しました。一年間

を通して積極的に参加され、達成感や充実感を

感じている方も多いと思います。また、６割近

くの方が手芸・歌声のサークルに所属し、大変

熱心に活動を行ってきました。

　講座終了後に行っ

た閉講式では、公民

館長から一年間の努

力を称えられるとと

もに、講座出席率向

上への期待も語られ、

今年度の女性学級が

全て終了しました。



【大人映画会】（午後２時～）
3 日（日）「ゴッドファーザー ２」（洋画）

7 日（木）「ゴッドファーザー 3」（洋画）

14 日（木）「敦煌」（邦画）

21 日（木）「レッド・クリフ part1」（洋画）

28 日（木）「息子」（邦画）

31 日（日）「ぼくらの七日間戦争」（邦画）

【祝日映画会】（午後２時～）
6 日（水）「パイレーツ・オブ・カリビアン」（洋画）

【子ども映画会】
2 日（土）①「ミッキーに夢中」

②「おじゃる丸　
　　　マロのエボシは宝ばこ」

16 日（土）

30 日（土）

　　 ①午前 11 時～　②午後２時～

【こどもの日映画会】（午後２時～）

5 日（火）「それいけ！アンパンマン
　　　　ばいきんまんの逆襲」

健
康
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
の
ご
案
内

　

余
市
町
教
育
委
員
会
で
は
、
気
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
参
加
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
健
康
の
保
持
・

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
健
康
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

種
目
・
場
所
・
期
日
な
ど
は
、
今
月
号
の
広
報
折
込
を
ご
覧

く
だ
さ
い
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
問
合
せ　

中
央
公
民
館　

☎
２
３
―
５
０
０
１

５
月
の
公
民
館
文
化
教
室
の
お
知
ら
せ

　

申
込
み
さ
れ
た
方
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
を
確
認
し
、
公
民
館

へ
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
大
人
の
英
会
話
教
室　
　

※
６
月
に
も
２
回
開
催
予
定

　

５
月
12
日
・
26
日
（
各
火
曜
日
）　

午
後
６
時
～　

〇
楽
し
い
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
教
室

　

５
月
９
日
・
16
日
・
23
日
（
各
土
曜
日
）

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～

　

夜
間
の
部　

午
後
６
時
30
分
～

〇
大
人
の
そ
ば
打
ち
教
室

　

５
月
９
日

（土）　

午
前
10
時
～

〇
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
教
室　

　

５
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
（
各
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

　

※
６
月
に
も
２
回
開
催
予
定

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
員
募
集
！

　

国
指
定
史
跡
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
・
旧
下
ヨ
イ
チ
運
上
家
・
旧

余
市
福
原
漁
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
水
産
博
物
館
☎
22
―
６
１
８
７
）

募
集
し
て
い
ま
す

　

公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
余
市
町
寿
大
学
生
・
女
性
学

級
生
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

中
央
公
民
館　

☎
２
３
―
５
０
０
１

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓

☆[

図
書
館
一
日
司
書]

　
　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
本
の
貸
出
し
を
し
た
り
、
本
に
カ
バ
ー
を
か

　

け
た
り
図
書
館
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

・
日
時　

５
月
10
日

（日）　

午
後
１
時
15
分
～
５
時

・
対
象　

町
内
小
学
５
年
生
～
中
学
生

・
募
集
人
数　

４
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

・
締
切
り　

５
月
７
日

（木）
ま
で
に
図
書
館
へ
（
電
話
可
）

☆[

本
の
ひ
ろ
ば　

春
の
お
た
の
し
み
会]

　
　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
本
の
ひ
ろ
ば
」
の
皆
さ
ん
が
、
楽
し

　

い
催
し
盛
り
だ
く
さ
ん
の
会
を
開
催
し
て
く
れ
ま
す
！
ど
な

　

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
日
時　

５
月
17
日

（日）
午
前
11
時
～

・
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室　

・
内
容　

人
形
劇
「
さ
る
か
に
」
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

☆[

お
は
な
し
会]　

５
月
９
日
、
23
日
（
各
土
曜
日
）

　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
2
時
～

☆[

本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会]　

午
前
10
時
30
分
～

　
 

５
月
13
日
、
20
日
、
27
日
（
各
水
曜
日
）

★
〔
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
本
を
読
も
う
！
〕

　
　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
監
督
や
選
手
の
推
薦

　

図
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
！

☆
今
月
の
休
館
日  

毎
週
月
曜
日
、
６
月
２
日

（火）
は
図
書
整
理
日

◆
問
合
せ　

図
書
館
（
☎
22
―
６
１
４
１
）

　
　
　
　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.yo
ic

h
i-

lib
-
u

n
e
t.o

c
n

.n
e
.jp

/

　

余
市
水
産
博
物
館
で
は
毎
年
、
展
示
替
え
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
中
か
ら
獅
子
頭
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
獅
子
頭
は
旧
下
ヨ
イ
チ
運
上
家
の
裏
手
に
あ
る
茂
入
神

社
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
獅
子
頭
の
多
く
は
実
在
の
動
物

を
真
似
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
写
実
的
と
い
う
よ
り
は
、
人
々

の
空
想
に
よ
っ
て
想
像
さ
れ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
獅
子
頭
は
木
製
で
全
体
が
黒
漆
、
目
と
鼻
は
朱
塗
り
で
、

目
や
歯
の
部
分
に
僅
か
な
が
ら
金
箔
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

き
さ
は
長
さ
約
38
セ
ン
チ
、
幅
約
30
セ
ン
チ
、
高
さ
約
17
セ
ン

チ
で
す
。
裏
面
に
は
「
寛
文
巳
二
月
二
十
六
日　

羽
後
秋
田
之

住
人
大
塚
理
兵
衛
庄
吉
作
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
前

半
の
１
６
６
５
年
に
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
350
年
前
の
も
の
で
、

北
海
道
で
現
存
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
獅

子
頭
の
経
緯
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
神
社
内
の
神
像
が
天

保
年
間
（
１
８
３
０
年
代
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
余
市

の
場
所
請
負
人
で
あ
っ
た
林
長
左
衛
門
が
そ
の
頃
に
松
前
の
神

社
か
ら
茂
入
神
社
に
遷
し
て
祀
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
こ
の
神
社
に
は
昭
和
54
年
に
奉
納
さ
れ
た
一
対
の

朱
漆
の
獅
子
頭
が
あ
り
、
比
べ
て
み
る
と
目
や
鼻
の
表
現
、
長

さ
と
高
さ
の
大
き
な
違
い
に
気
づ
き
ま
す
。

　

正
月
や
祭
り
に
は
獅
子
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
舞
や
踊
り
を
見
せ

な
が
ら
悪
魔
を
追
い
払
い
、
獅
子
に
頭
を
噛
ん
で
も
ら
う
と
無

病
息
災
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
、

縁
起
の
良
い
獅
子
頭
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
産
博
物
館
展
示
資
料
紹
介
「
獅
子
頭
」

≪黒漆の獅子頭≫

≪朱漆の獅子頭≫

〈2015. ⑤広報よいち　19〉

登
町
４
遺
跡
・
登
町
13
遺
跡

　

発
掘
調
査
速
報
展 

開
催
中 

～
６
月
14
日
ま
で



よ い ち の 人 口
 〈平成 27 年３月 31 日現在〉※ (　) 内の数字は前月比

　　
人　口　19,947 人　  （-149）　

　　男　性 　   9,224 人　  （-  82）

　　女　性　10,723 人　  （-  67）

　　世帯数　10,113 世帯  （-       9）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
　

■広報よいち５月号（№７６９）
平成 27 年５月 1 日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp
ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 地域協働推進課 広報広聴グループ 

　パソコンや携帯電話からインターネット（ Yahoo ！

公金支払い）を利用して 24 時間納付できます。納付

できる税は、本町の固定資産税・軽自動車税・町道民

税（普通徴収）・国民健康保険税（普通徴収）の４税で

納期内でのご利用ができます。是非ご利用ください。

　詳細は納税通知書に同封のチラシをご覧ください。

町税もクレジットカードで納付できます！

（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望

により掲載をしない場合があります。）

ご寄附に感謝

○消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返
済を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦し
く、税金を滞納している方や既に借金を完済してい
る方でも、過去に利息制限法で定められた利息を超
えて借金の返済をしている場合があります。「過払
い金請求」（不当利息返還請求）により経済的な負
担や精神的な不安を軽減することができます。
　「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いが
できればと考えています。

    今月の税
  固定資産税　１期
  軽自動車税　全期　
　  　納期限
　　５月 25 日

臨時徴収所をご利用ください

　５月２５日（月）

　　　　17：30～19：00

・役場１階　税務課窓口　

・福祉センター本館（富沢町）

納税相談も実施しています。

納税でお困りの方は、税務課へご相談ください

◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６

「滞納整理強化月間」です！
　滞納者に対しては、公平な税負担と納税秩序を守る
ため、法律に基づき財産調査を行い、給与・預貯金・
不動産・動産等の差押えを行ないます。

　税金滞納の有無に関わりません。下記の事項でお悩
みの方はひとりで悩まずに、ご連絡・ご相談ください。

●自動車税は毎年４月１日現在に自動車をお持ちの方
　に納めていただく道税です。
●コンビニ・クレジットカード（インターネット利用
　者のみ）でも納税できます。
●５月７日に納税通知書を発付しますので、納期限ま
　でに納税をお願いします。
●納税通知書が届かない方や納税については、後志総
　合振興局 小樽道税事務所まで問合せください。
　☎０１３４―２３－９４４１

今年度の自動車税の納期限は６月 1 日（月）です。
小樽道税事務所からのお知らせ
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★書き損じハガキ９１０枚
・余市ライオンズクラブ

（余市町敬老ハガキ用として）

★余市町の未来を担う人づくり寄附金として
・星野　伸雄（千葉県千葉市）

　　　　　　　　　　　　　　一金３０，０００円

・菅沼　信雄（東京都江東区）

一金１０，０００円

・原　　明子（東京都品川区）

　　　　　　　　　　　　　　一金１０，０００円

・田中しづ子（兵庫県尼崎市）

　　　　　　　　　　　　　　一金１０，０００円

・園田　保男（千葉県船橋市）

　　　　　　　　　　　　　　一金３０，０００円

・青坂　　彰

　　　　　　　　　　　　　　一金５０，０００円

・匿　　　名

　　　　　　　　　　　　　　一金１０，０００円

・田中　　浩（岡山県岡山市）

　　　　　　　　　　　　　　　　

・匿　　　名（愛媛県八幡浜市）

　　　　　　　　　　　　　　　　

・匿　　　名（静岡県浜松市）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

・匿　　　名（札幌市東区）

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　平成27年１月から相続税の基礎控除額が、5,000万円

＋（1,000万円×法定相続人の数）から、3,000万円＋

（600万円×法定相続人の数）に引き下げられました。

　被相続人（亡くなられた人）から相続又は遺贈により

取得した財産の合計額が基礎控除額を超える場合、その

財産を取得した人は、相続の開始があったことを知った

日の翌日から10か月以内に、被相続人の住所地を所轄す

る税務署に相続税の申告と納税をする必要があります。

　詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

◆問合せ　余市税務署　☎２２－２０９３

相続税の基礎控除額が引き下げられました


